
令和２年度消費生活相談の概要

鹿児島県消費生活センター

令和２年度に，県消費生活センターと県大島消費生活相談所に寄せられた相談の

総件数は４，５０８件で，令和元年度に比べ４０１件（９．８％）増加しました。

相談総件数が前年度を上回ったのは，平成２７年度以降，５年ぶりのことで，若

年者層(30歳未満)と一般層（30歳以上60歳未満）の相談が増加しています。

コロナ禍の中で，マスク等の品薄や旅行・結婚式のキャンセルなど，新型コロナ

ウイルス感染症に関連する相談が数多く寄せられました。

また，インターネット通販やオンラインゲームに関する相談，火災保険申請サポ

ートに関する相談のほか，大手宅配業者をかたったＳＭＳによる不在通知の相談が

目立ちました。

１ 相談件数

区 分 令和元年度 令和２年度

相 談 総 件 数 ※１ ４，１０７件 ４，５０８件

(対前年度増減) （▲７．４％） （＋９．８％）

あ っ せ ん 件 数 ※２ ３３３件 ３８９件

(対相談総件数比) （８．１％） （８．６％）

救 済 額 ※３ ７７，３１８千円 ９１，７８０千円

（件 数） （４４５件） （４８２件）

※１ 相談総件数の令和２年度の内訳（県消費生活センター：4,252件，県大島消費生活相談所：256件）

※２ あっせん：相談窓口が，相談者と事業者等の双方から事実関係・主張・意見の聴取を行って要点を

明確化し，必要な情報を双方に情報提供して合意に至るような解決案の提示等を行う行為。

※３ 救済額 ：助言による自主交渉や,あっせんなどをすることにより，支払わずに済んだお金又は

業者から返金があったお金。県で把握した金額のみを計上。

２ 相談の特徴

① 新型コロナウイルス感染症に関連する相談が急増 【事例１，２】

・外出自粛に伴う旅行や宿泊施設，結婚式のキャンセルに関する相談などが増加

した。

○令和元年度 ６１件 → 令和２年度 ３２９件（対前年度増減 +439.3％）



② インターネット通信販売による定期購入に関する相談が増加 【事例３】

・「お試しのつもりが定期購入」の相談に加え，「いつでも簡単に解約できると

うたっているが電話がつながらず解約できない」という相談が増加した。

○令和元年度 １９１件 → 令和２年度 ３０５件（対前年度増減 +59.7％）

③ オンラインゲームの課金に関する相談が増加 【事例４】

・子供がオンラインゲームに課金し，高額な請求を受けたという相談が増加した。

○令和元年度 １５件 → 令和２年度 ２９件（対前年度増減 +93.3％）

④ 火災保険申請サポートに関する相談が発生 【事例５】

○令和元年度 ０件 → 令和２年度 ３６件（皆増）

⑤ 大手宅配業者をかたったＳＭＳによる不在通知の相談が前年度に引き続き増加
【事例６】

○令和元年度 ３２件 → 令和２年度 ９５件（対前年度増減 +196.9％）

３ 相談件数の多い商品・役務（上位）

令和 令和 対前年度
商品・役務名 主な内容

元年度 ２年度 増減

１ 運輸・通信 ７３０件 ７８７件 ７.８％ ・オンラインゲームの高額請求

サービス ・訪問勧誘による光回線の契約変更

２ 商 品 一 般 ４７６件 ４５９件 ▲３.６％ ・宅配業者をかたる不在メール

・注文した覚えのない商品の配送

３ 食 料 品 ３８６件 ４４８件 １６.１％ ・通信販売によるサプリメントや健康食品

などの定期購入

４ 保健衛生品 ２７２件 ３９０件 ４３.４％ ・マスクや消毒液などの品薄や送り付け

・通信販売による化粧品などの定期購入

５ 教養娯楽品 ２２５件 ２９５件 ３１.１％ ・通信販売による電子タバコなどの定期購入

・スマートフォンなどの購入



４ 当事者年齢別相談件数と相談内容

［相談件数の多い商品・役務］（上位３位） （単位：件，％）

区 分 令和元年度 令和２年度 相談件数

相談件数 構成比 相談件数 構成比 増加率

若年者層（30歳未満） ４０９ １０．０ ４７５ １０.５ １６．１

２０歳未満 １１０ １２８ １６．４

① オンラインゲーム １６ ２４ ５０．０

② 他の健康食品 １２ ２１ ７５．０

③ 商品一般 ４ ８ １００．０

２０歳代 ２９９ ３４７ １６．１

① 他のﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ １０ ２９ １９０．０

② 賃貸アパート ２５ ２６ ４．０

③ 他の健康食品 ９ １９ １１１．１

一般層（30歳以上60歳未満） １，３３７ ３２．５ １，５５６ ３４．５ １６．４

３０歳代 ３４４ ４１３ ２０．１

① 商品一般 ２０ ２４ ２０．０

② 他の健康食品 ８ ２４ ２００．０

③ 賃貸アパート １２ １９ ５８．３

４０歳代 ４７７ ５２１ ９．２

① 商品一般 ３３ ５５ ６６．７

② 他の健康食品 ２６ ３９ ５０．０

③ 賃貸アパート １８ ２３ ２７．８

５０歳代 ５１６ ６２２ ２０．５

① 他の健康食品 ３０ ６２ １０６．７

② 商品一般 ５６ ５７ １．８

③ アダルト情報サイト １４ ２１ ５０．０

高齢者層（６０歳以上） １，７２９ ４２．１ １，７９２ ３９．８ ３．６

６０歳代 ７５９ ７６３ ０．５

① 商品一般 １３５ １０８ ▲２０．０

② 他の健康食品 ３１ ３１ －

③ アダルト情報サイト １７ ３１ ８２．４

７０歳以上 ９７０ １，０２９ ６．１

① 商品一般 １４７ １２５ ▲１５．０

② 役務その他のサービス １１ ４０ ２６３．６

③ 光ファイバー １５ ３７ １４６．７

年齢不明・団体等 ６３２ １５．４ ６８５ １５.２ ８．４

合計（相談総件数） ４，１０７ ４，５０８ ９．８

【年代別に見た相談の特徴】

相談総件数が５年ぶりに増加した中，高齢者層の増加率が3.6％であったのに対し，

若年者層と一般層の増加率が，それぞれ16％超と，大幅に増加している。

新型コロナ対策である外出自粛の影響で，普段は外出している学生や社会人が外出を

控え，在宅でインターネットを利用する機会が増えたことなどが影響していると考えら

れる。


